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は
じ
め
に

『
発
心
集
』
に
お
け
る
〈
仏
法
〉
と
〈
王
法
〉
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
主
だ
っ
た
説
話
集
に
、

時
に
顕
著
に
あ
る
い
は
隠
然
と
、
そ
の
姿
を
み
せ
る
〈
仏
法
王
法
相
依
思

想
〉
は
、
こ
の
説
話
集
に
お
い
て
は
如
何
に
立
ち
現
れ
る
の
か
。
努
頭
、

説
話
集
の
世
界
を
聞
く
第
一
話
で
、
玄
貨
は
〈
王
法
〉
に
よ
る
大
僧
都
任

命
を
矩
絶
し
、
山
階
寺
の
〈
仏
法
〉
を
離
脱
す
る
。
以
下
同
様
に
、
一
番

中
に
記
さ
れ
る
遁
世
者
の
多
く
は
、
大
寺
院
に
安
住
す
る
こ
と
を
潔
し
と

せ
ず
、
王
命
も
届
か
な
い
世
界
へ
と
身
を
投
じ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
外
に
眼

を
移
す
と
、
少
な
く
と
も
『
発
心
集
』
原
態
の
編
者
と
さ
れ
る
蓮
胤
H
鴨

長
明
は
、
院
政
期
の
〈
王
法
〉
世
界
に
志
を
達
し
得
ず
、
五
十
路
に
及
ん

で
遁
世
し
そ
の
時
外
に
出
た
。
だ
が
、
頼
齢
の
元
鴨
社
氏
人
は
、
も
は
や

特
定
の
寺
社
勢
力
に
帰
属
す
る
こ
と
な
く
、
方
丈
の
庵
に
飽
っ
た
と
伝
え

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
1
)

回

中

，三:.-
刀て

博

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
文
学
史
的
に
見
る
と
、
『
発
心
集
』
の
前
に
あ
っ
た
往
生
伝
の
伝

統
は
、
本
来
〈
王
法
〉
を
支
え
る
文
章
経
国
の
担
い
手
日
文
人
貴
族
達
に

よ
っ
て
、
「
伝
」
の
形
式
に
則
り
正
規
の
漢
文
で
書
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
者
に
つ
い
て
は
確
証
を
欠
く
が
、
南
都
仏
法

の
僧
で
あ
れ
北
嶺
天
台
の
徒
で
あ
れ
、
確
実
に
〈
仏
法
〉
の
枠
内
の
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
作
品
構
想
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
『
発
心
集
』

の
も
っ
と
も
早
い
読
者
の
一
人
で
あ
っ
た
『
閑
居
友
』
の
編
者
慶
政
は
、

〈
王
法
〉
の
最
上
層
摂
関
家
を
出
自
と
し
、
入
宋
の
経
験
を
は
さ
ん
で
高

貴
な
女
性
の
た
め
に
説
話
集
を
編
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
周
辺

諸
書
の
中
に
お
く
と
き
、
〈
入
道
〉
長
明
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
説
話
集
に
現

れ
る
〈
仏
法
〉
と
〈
王
法
〉
は
、
ど
の
よ
う
な
類
同
と
違
和
の
相
を
見
せ

る
の
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
如
上
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
構
想
す
る
一
連
の
拙
稿
の
う
ち
、
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最
初
の
一
篇
と
し
て
発
表
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
紙
数
と
の
関
係
上
、
こ

こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
、
巻
頭
の
第
一
訴
か
ら
第
六
話
に
至
る
遁
世
者
の
境
界

離
脱
を
主
題
と
す
る
話
群
に
、
論
述
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
江
戸
期
の
板
本
し
か
残
ら
な
い
〈
流
布
本
〉
と
、
神
宮
文

庫
に
残
る
古
紗
本
H

〈
異
本
〉
と
の
聞
に
、
説
話
配
列
の
異
同
が
見
ら
れ

な
い
部
分
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
発
心
集
』
本
来
の
構
想
を
窺
う
上
で
恰

好
の
考
察
対
象
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
語
り
尽
く
さ
れ

た
観
の
あ
る
諸
説
話
を
対
象
と
す
る
小
考
に
な
る
が
、
『
発
心
集
』
構
想

論
を
模
索
す
る
た
め
の
序
論
の
一
と
し
た
い
。

『
発
心
集
』
巻
第
一
は
、
巻
頭
の
玄
賓
説
話
か
ら
第
六
話
の
南
筑
紫
説
話

ま
で
、
遁
世
者
の
境
界
離
脱
認
を
類
来
し
て
い
る
。
そ
の
聞
の
構
成
原
理

と
し
て
は
、
お
お
よ
そ
の
年
代
順
配
列
を
認
め
て
良
い
だ
ろ
う
。
起
筆
郎

に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
話
は
「
昔
」
で
、
第
三
話
・
第
六
話
は
「
中
比
」

で
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
史
実
と
照
合
し
て
も
、
玄
賓
説
話
は
平
安

初
期
に
遡
る
が
、
続
く
第
三
話
の
平
燈
や
第
四
話
の
千
観
の
話
は
、
十
世

紀
末
頃
の
出
来
事
と
考
え
ら
れ
、
大
き
な
乱
れ
や
矛
盾
点
は
な
い
。
ま
た
、

第
五
話
の
増
賀
の
没
年
は
、
千
観
よ
り
二
十
年
後
の
事
で
あ
る
し
、
さ
ら

に
第
六
話
の
南
筑
紫
上
人
は
、
噌
賀
よ
り
約
百
年
後
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

ノ、
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こ
の
説
話
配
列
に
つ
い
て
は
、
異
本
(
神
宮
文
庫
本
)
流
布
本
(
慶
安
四

年
板
本
)
聞
に
異
同
は
な
い
。
ど
う
や
ら
編
者
は
、
こ
の
巻
頭
小
説
話
群

に
お
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
態
で
は
あ
る
も
の
の
、
遁
世
者
逮
の
〈
歴

史
〉
を
叙
述
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
が
『
発
心
集
』
所
期
の
構

想
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
彼
ら
は
何
を
厭
離
し
、
如
何
な
る
環
境
に
身
を

投
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遁
世
者
の
系
譜
に
述
な
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。

ま
ず
玄
賓
に
つ
い
て
は
「
山
階
寺
ノ
ヤ
ム
ゴ
ト
ナ
キ
智
者
」
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
天
皇
か
ら
帰
依
・
招
請
を
受
け
る
こ
と
を
厭
い
、
一
所
不
住
の
身

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
次
の
平
燈
は
「
天
台
、
良
一
一
日
ノ
祖
師
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
な
状
況
を
、
「
名
利
ニ
ノ
ミ
ホ
ダ
サ
レ
:
・
空
ク
明
ク
ラ
ス
処
」
と
観

じ
て
出
奔
、
伊
予
国
へ
流
れ
着
き
「
門
乞
食
」
と
呼
ば
れ
る
境
涯
に
な
る
。

第
四
話
の
千
観
は
「
智
証
大
師
ノ
流
、
並
ナ
キ
智
者
」
と
し
て
の
自
己

を
、
「
公
論
」
の
帰
途
に
出
会
っ
た
空
也
と
の
問
答
を
機
に
捨
て
去
り
「
装

尾
」
の
奥
へ
と
遁
世
飽
居
す
る
。
第
五
話
の
噌
賀
は
「
慈
恵
僧
正
ノ
第
子

:
・
碩
徳
人
ニ
勝
タ
リ
」
と
、
人
々
か
ら
も
嘱
望
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
の

に
、
「
深
ク
世
ヲ
厭
テ
、
名
利
ニ
ホ
ダ
サ
レ
ズ
、
極
楽
ニ
生
レ
ム
事
」
を
願

っ
て
叡
山
を
離
れ
、
多
武
峯
に
飽
居
し
て
し
ま
う
。
以
上
、
こ
こ
で
列
挙

さ
れ
て
い
る
道
世
者
遣
は
、
後
述
す
る
第
六
話
の
南
筑
紫
上
人
を
除
く
と
、

す
べ
て
南
都
北
嶺
の
大
寺
院
を
厭
離
し
、
境
界
離
脱
を
遂
げ
た
人
々
と
い



う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
事
実
は
、
『
発
心
集
』
の
〈
仏
法
〉
観
を
端
的
に
示
す
よ
う
に
思
え

る
。
以
下
、
少
し
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
唯
一
「
昔
」
と
さ
れ
る

第
一
話
に
お
い
て
、
玄
賓
と
山
階
寺
H
興
福
寺
の
関
係
は
、
出
奔
と
と
も

に
完
全
に
断
た
れ
、
遂
に
回
復
す
る
こ
と
は
な
い
。
本
話
の
主
要
部
を
成

す
玄
質
渡
守
説
話
は
、
そ
の
断
絶
ぶ
り
を
主
題
化
し
た
も
の
と
も
言
え
よ

う
。
実
際
、
偶
然
に
出
会
っ
た
弟
子
に
目
を
も
見
合
わ
せ
ず
、
対
話
も
教

導
も
す
べ
て
峻
拒
し
て
身
を
隠
す
玄
・
貨
の
冷
徹
な
態
度
は
、
本
寺
厭
離
の

姿
勢
の
厳
し
さ
を
伝
え
て
間
然
す
る
所
が
な
い
。
師
の
真
意
を
解
す
る
こ

と
な
く
、
そ
の
汚
げ
な
外
相
に
動
指
し
人
目
を
侮
る
弟
子
は
、
遂
に
玄
貨

の
受
け
容
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
『
発
心
集
』
で
鎖
仰
さ
れ
る

逓
世
者
は
、
こ
の
弟
子
の
よ
う
に
教
団
内
に
安
住
し
、
研
学
や
公
請
に
勤

し
む
日
常
に
疑
問
を
抱
か
な
い
人
物
と
の
対
比
・
対
照
を
過
し
て
、
際
や

か
に
形
象
さ
れ
て
い
く
。

も
と
よ
り
『
発
心
集
』
の
伝
え
る
玄
資
像
が
、
歴
史
上
の
実
像
と
重
な

る
か
否
か
は
、
ま
っ
た
く
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
拒
絶
さ
れ
た

本
寺
で
あ
る
興
福
寺
H
法
相
宗
の
側
が
、
玄
賓
の
よ
う
な
存
在
を
ど
う
捉

え
て
き
た
か
も
、
こ
こ
で
は
別
問
題
と
な
る
。
現
実
を
言
う
な
ら
、
今
日

な
お
興
福
寺
で
は
玄
貨
の
肖
像
彫
刻
(
・
:
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
)
が
大
切

に
安
置
さ
れ
〈
法
相
六
祖
〉
像
の
一
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
寺
を
厭

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
1

離
し
捨
て
去
っ
た
は
ず
の
通
世
者
玄
賓
が
、
か
え
っ
て
南
都
仏
教
の
真
価

を
体
現
す
る
存
在
と
敬
慕
さ
れ
る
よ
う
な
、
逆
説
的
な
尊
崇
の
歴
史
も
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
本
論
の
範
囲
で
は
な
い
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お

き
た
い
の
は
、
『
発
心
集
』
巻
頭
説
話
の
話
柄
が
、
玄
賓
と
い
う
遁
世
者
の

行
状
の
叙
述
を
通
し
て
、
山
階
寺
H
興
福
寺
の
学
僧
で
あ
る
こ
と
の
意

味
・
意
義
を
、
相
対
化
あ
る
い
は
無
化
す
る
体
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
一

点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
の
含
意
が
行
き
着
く
先
は
、
自
ず
と
興
福

寺
で
の
法
相
研
学
の
価
値
の
相
対
化
に
及
ぶ
だ
ろ
う
し
、
遂
に
は
南
都
の

学
解
的
仏
教
の
否
定
的
把
握
に
ま
で
、
そ
の
射
程
を
延
ば
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
第
三
話
へ
進
む
と
、
話
中
の
遁
世
者
の
厭
離
の
対
象
は
、
南
都

興
福
寺
か
ら
北
嶺
延
暦
寺
へ
と
転
じ
る
。
目
頭
、
平
燈
に
つ
い
て
「
天
台
、

真
言
ノ
祖
師
」
と
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
単
に
そ
う
称
さ
れ
る
だ
け
の
史
実

の
反
映
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
叙
述
に
よ
っ
て
、

台
密
確
立
後
の
止
観
業
・
遮
那
業
兼
学
体
制
の
整
っ
た
延
暦
寺
の
状
況
が
、

明
示
的
に
意
識
化
さ
れ
る
点
に
椛
窓
し
て
お
き
た
い
。
と
こ
ろ
が
平
姫
は
、

そ
の
よ
う
な
山
門
仏
法
の
体
制
の
中
で
尊
崇
さ
れ
る
状
況
を
「
名
利
ニ
ノ

ミ
ホ
ダ
サ
レ
テ
:
・
空
ク
明
ク
ラ
ス
処
」
と
観
じ
、
境
界
離
脱
に
踏
み
切
っ

た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
乞
食
の
境
涯
に
身
を
投
じ
た
師
H
平
燈
は
、
国

司
の
帰
依
・
尊
崇
を
受
け
る
弟
子
H
静
真
に
対
し
「
詞
少
ニ
モ
テ
ナ
シ
」
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云
々
と
、
何
の
教
示
も
残
さ
ず
姿
を
隠
し
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
平
燈
の
説
話
は
、
巻
頭
の
玄
賓
説
話
と
、
師
弟
関
係
の
放

棄
・
無
化
と
い
う
点
で
重
な
り
合
う
が
、
こ
れ
が
説
話
連
接
の
一
契
機
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
そ
こ
で
両
話
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
く
と
、
〈
南
都
の
仏
法
〉
を
相
対
化
す
る
「
昔
」
の
話
に
、
〈
山

内
の
仏
法
〉
を
相
対
化
す
る
「
中
比
」
の
話
が
番
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
結
果
論
の
諮
り
を
覚
悟
で
言
う
と
、
ど
う
や
ら
編
者
の
意

図
は
、
単
に
遁
世
者
を
古
い
順
に
並
べ
る
と
い
う
、
素
朴
な
レ
ベ
ル
に
と

ど
ま
ら
な
い
一
面
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
以
下
の
説
話
の
展

開
に
即
し
て
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
と
、

次
話
に
記
さ
れ
る
千
観
の
往
生
は
永
観
元
年
(
九
八
三
)
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
平
燈
説
話
の
背
後
に
あ
る
史
実
H
藤
原
知
章
の
伊
予
守
在
任
は
、
長

徳
元
年
(
九
九
五
)
頃
で
あ
っ
た
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
両
話
は

ほ
ぼ
同
時
代
の
出
来
事
と
は
言
え
る
も
の
の
、
多
少
な
り
と
も
年
代
順
配

列
を
崩
し
て
い
る
疑
い
が
残
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
年
代
順
配
列
の
厳
密
さ
や
整
合
性
を
云
々
す
る
よ

り
、
千
観
が
「
智
証
大
師
ノ
流
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
ま
た
史
実
を
追
う
と
、
千
観
の
没
し
た
の
は
、
慈

覚
流
と
智
証
流
が
決
定
的
に
快
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
正
暦
四
年
(
九
九
三
)

{5) 

の
破
局
よ
り
、
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の
事
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
日
本
往
生
極

七
O 

楽
記
』
が
「
延
暦
寺
阿
閑
梨
伝
燈
大
法
師
位
千
観
」
と
起
筆
す
る
こ
と
に

何
の
問
題
も
な
い
し
、
『
今
昔
物
語
集
』
も
ま
た
「
比
叡
ノ
山
ノ
円

U
ニ

千
観
内
供
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
」
「
比
叡
ノ
山
ニ
登
テ
出
家
」
な
ど
と
記
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
見
て
い
た
可
能
性
の
商
い
『
発

心
集
』
は
、
文
中
の
ど
こ
に
も
「
延
暦
寺
」
や
「
比
叡
ノ
山
」
と
い
っ
た

語
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
や
は
り
、
「
智
証
大
師
ノ
流
」
イ
コ
ー
ル
寺

門
派
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
、
暗
々
樫
に
編
者
の
中
に
は
た
ら
い
て
い
た

た
め
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
〈
遁
世
者
の
歴
史
〉
叙
述

を
試
み
る
『
発
心
集
』
は
、
千
観
を
寺
門
系
遁
世
者
と
し
て
位
置
付
け
よ

う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
説
話
連
接
に
関
し
て
補
足
す
る
と
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に

は
「
兼
学
顕
密
、
莫
不
博
渉
」
と
い
う
字
句
が
あ
り
、
こ
れ
を
平
燈
の
「
天

台
、
真
言
ノ
祖
師
」
と
対
応
さ
せ
る
事
も
出
来
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
捉
え
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
玄
質
・
平
燈
と
続
い
た
弟
子
拒
絶

の
話
柄
も
、
こ
こ
に
は
指
摘
で
き
な
い
。
た
だ
し
「
並
ナ
キ
智
者
」
で
あ

る
は
ず
の
千
観
が
、
「
カ
、
ル
ア
ヤ
シ
ノ
身
ハ
、
唯
云
カ
イ
ナ
ク
迷
ア
リ
ク

計
ナ
リ
」
と
自
称
す
る
空
也
か
ら
、
最
初
は
教
導
を
拒
絶
さ
れ
な
が
ら
、

遂
に
は
「
身
ヲ
捨
テ
コ
ソ
」
と
の
教
え
を
引
き
出
し
、
逓
世
を
遂
げ
た
と

い
う
の
が
、
本
話
の
中
核
を
成
す
話
題
で
あ
る
。
話
中
、
空
也
は
い
み
じ

く
も
「
何
、
サ
カ
サ
マ
事
ハ
ノ
タ
マ
フ
ゾ
」
と
言
う
が
、
教
団
内
の
智
者



と
教
団
外
の
念
仏
行
者
の
聞
に
結
ぼ
れ
る
、
こ
の
師
弟
が
逆
転
し
た
か
の

如
き
構
図
は
興
味
深
い
。
こ
こ
に
、
天
台
智
証
流
の
中
で
千
観
が
研
鎖
に

つ
と
め
て
得
た
「
並
ナ
キ
智
者
」
と
の
評
価
は
無
化
さ
れ
、
教
団
内
で
の

研
学
の
意
義
は
著
し
く
減
殺
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
押
さ
え
た
上
で
、
前

話
と
の
対
応
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
話
の
合
意
す
る
と
こ
ろ
が
〈
山

門
の
仏
法
〉
の
相
対
化
を
承
け
、
〈
寺
門
の
仏
法
〉
の
相
対
化
へ
と
進
む
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
自
ず
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

続
く
第
五
話
は
、
奇
行
・
伴
狂
の
一
面
が
喧
伝
さ
れ
る
増
賀
の
説
話
で

あ
る
。
目
頭
に
「
慈
恵
僧
正
ノ
第
子
」
と
あ
り
、
「
碩
徳
人
ニ
勝
タ
リ
ケ
レ

パ
、
行
末
ニ
ハ
無
止
人
ナ
ラ
ム
ト
、
普
ク
ホ
メ
」
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
も
ま
た
一
寺
に
傑
出
し
た
俊
才
が
主
人
公
と
な
る
。
し
か
し

噌
賀
は
「
思
パ
カ
リ
道
心
ノ
発
ラ
ヌ
事
ヲ
ノ
ミ
ゾ
歎
」
い
て
、
根
本
中
堂

に
千
夜
参
詣
・
千
度
礼
拝
を
し
て
祈
念
を
こ
ら
す
。
こ
れ
を
周
囲
の
人
々

は
「
天
狗
付
給
へ
ト
云
カ
」
と
怪
し
み
嘘
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
延
暦
寺
内
で
の
増
賀
の
位
置
を
鮮
明
に
映
し
出
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
、
山
門
仏
法
の
中
で
の
「
碩
徳
」
で
あ
る
こ
と
に
満
た
さ
れ

な
い
「
道
心
」
は
、
教
団
内
に
安
住
す
る
周
囲
と
の
違
和
・
対
立
を
深
め
、

や
が
て
伴
狂
の
敢
行
か
ら
本
寺
離
脱
へ
進
み
、
多
武
峯
へ
の
隠
避
と
往
生

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
1

に
終
わ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
想
を
持
つ
増
賀
説
話
が
、
延
暦

寺
の
碩
徳
と
仰
が
れ
る
の
こ
と
の
相
対
化
か
ら
、
さ
ら
に
は
〈
山
門
の
仏

法
〉
の
否
定
的
把
握
へ
至
る
こ
と
は
、
も
は
や
議
論
の
余
地
が
な
い
だ
ろ

-
q
J

。た
だ
し
、
説
話
配
列
に
関
し
て
言
う
と
、
厭
離
の
対
象
が
〈
山
門
の
仏

法
〉
と
い
う
こ
と
で
は
先
の
平
燈
説
話
と
重
な
り
、
前
々
話
へ
の
後
退
あ

る
い
は
一
話
飛
ば
し
た
説
話
連
接
と
み
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
増
賀
の
批
判
の
鉾
先
が
ほ
ぼ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
、

師
の
慈
恵
大
師
H
良
源
へ
と
収
散
し
て
い
く
点
で
あ
る
。
他
書
に
も
採
ら

れ
る
有
名
な
一
条
だ
が
、
増
賀
は
良
源
の
「
僧
正
、
悦
申
シ
」
の
附
の
儀

に
、
乾
鮭
を
腰
に
牝
牛
に
乗
り
「
ヤ
カ
夕
日
仕
ラ
ム
ト
テ
、
ヲ
モ
シ
ロ
ク

折
マ
ハ
」
っ
た
と
い
う
。
た
だ
『
発
心
集
』
は
、
こ
の
と
き
師
弟
関
で
「
悲

キ
哉
、
我
師
、
悪
道
ニ
入
ナ
ム
ト
ス
」
「
此
モ
利
生
ノ
為
ナ
リ
」
と
い
う
対

話
が
、
余
人
の
感
取
で
き
な
い
形
で
交
わ
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
先
行

他
書
に
な
い
こ
の
一
節
は
重
要
で
あ
る
。
前
話
で
、
千
観
と
空
也
の
問
に

交
わ
さ
れ
た
、
師
弟
の
逆
転
を
思
わ
せ
る
対
話
は
、
こ
こ
で
は
文
字
通
り

弟
子
か
ら
師
へ
向
け
ら
れ
る
教
示

(
H
諌
言
?
)
へ
と
転
じ
る
。
し
か
し
、

空
也
に
学
ん
だ
千
観
と
は
対
照
的
に
、
遂
に
良
源
は
噌
賀
の
批
判
に
応
え

て
身
を
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
良
源
は
、
沈
滞
期
に
あ
っ
た
叡
山
の
復
興
を
摂
関
家

ー

l
巻
頭
遁
世
者
説
話
群
の
意
味
す
る
も
の
|
|

七



と
の
提
携
で
成
し
遂
げ
、
後
世
〈
中
興
の
祖
〉
と
仰
が
れ
た
人
物
で
あ

る
。
〈
王
法
〉
側
か
ら
の
評
価
も
き
わ
め
て
向
く
、
僧
位
・
僧
官
は
栄
進

を
続
け
、
齢
七
十
で
遂
に
行
基
以
来
の
大
僧
正
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
功
績
の
反
而
、
師
輔
の
子
弟
の
優
遇
は
俗
権
の
介
入
に
道
を

つ
け
た
し
、
智
証
門
徒
へ
の
圧
迫
は
山
門
・
寺
門
の
破
局
に
至
る
流
れ
を

決
定
づ
け
、
天
台
宗
内
に
お
け
る
自
派
の
覇
権
確
保
を
結
果
と
し
た
。
対

他
的
に
は
〈
応
和
の
宗
論
〉
の
発
起
と
実
現
に
よ
っ
て
、
南
都
仏
教
に
対

す
る
天
台
宗
門
の
優
越
を
示
威
し
、
自
宗
の
相
対
的
優
位
性
を
天
下
に
印

象
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
も
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
良
源
は
、
半
ば

確
信
犯
的
に
清
濁
合
わ
せ
飲
む
こ
と
で
、
延
暦
寺
の
復
興
と
宗
勢
の
拡
張

を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

史
実
と
の
対
応
如
何
の
詮
索
は
措
く
と
し
て
、
明
賀
奇
行
説
話
は
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
師
の
い
き
方
を
撃
つ
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。

〈
王
法
〉
の
側
か
ら
段
高
度
の
敬
意
を
示
さ
れ
、
〈
山
門
の
仏
法
〉
の
而
日

を
一
新
し
た
師
の
附
の
儀
で
、
明
賀
は
そ
れ
を
「
悪
道
」
に
入
る
も
の
と

断
じ
、
良
源
は
「
利
生
ノ
為
」
と
反
論
す
る
。
こ
こ
に
両
者
の
対
比
・
対

立
は
先
鋭
化
さ
れ
、
集
約
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
『
発
心
集
』

は
良
源
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
明
ら
か
に
噌
賀
を
よ
し
と
す
る

立
場
に
貫
か
れ
て
い
る
。
弟
子
の
諌
言
を
受
け
容
れ
よ
う
と
し
な
い
師
を

置
き
去
り
に
、
叡
山
を
離
れ
て
往
生
を
遂
げ
た
増
賀
を
描
く
こ
と
は
、
強

七

大
な
寺
勢
を
誇
る
新
体
制
を
築
い
た
良
源
の
功
を
相
対
化
・
無
化
す
る
こ

と
を
結
果
す
る
。
巻
頭
小
説
話
群
内
に
お
け
る
本
訴
の
位
限
付
け
も
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
『
発
心
集
』
が
姐
上
に
乗
せ
た
の
は
、
中
興
の
祖

H
良
源
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
〈
山
門
の
仏
法
〉
の
新
し
い
時
代
・
新
し
い

状
況
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
意
す
れ
ば
、
本
話
の
配
置
は
前
複
で
も
重

出
で
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
史
実
に
拘
る
な
ら
、
噌
賀
の
没
し
た

長
保
五
年
(
一

O
O三
)
は
と
も
か
く
、
・
民
源
が
没
し
た
の
は
永
観
三
年
(
九

八
五
)
の
こ
と
で
、
第
三
話
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
長
徳
元
年
(
九
九
五
)

よ
り
十
年
も
先
行
し
て
い
る
。
よ
っ
て
第
三
話
と
第
五
話
の
聞
に
、
故
然

た
る
時
間
の
前
後
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
『
発
心
集
』
の
説
話

配
列
に
即
し
て
解
釈
す
る
限
り
、
叡
山
の
歴
史
に
明
確
に
一
時
代
を
画
す

る
良
源
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、
確
実
に
時
間
は
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
、
聞
に
千
観
説
話
を
配
置
し
、
ひ
と
た
び
話
題
を
山
門
か
ら
寺
門

に
振
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
両
話
を
分
断
し
て
そ
こ
に
時
間
の
経
過
を
意
識

さ
せ
る
措
置
で
あ
っ
た
と
も
と
れ
る
。
編
者
の
構
想
す
る
〈
遁
世
者
の
歴

史
〉
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
で
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
現
実
の
時
間
軸
と
対
応
し
な
く
と
も
、
異
と
す
る
に
は
足
ら
な
い

な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
一
通
り
事
態
を
整



理
し
て
お
こ
う
。
そ
も
そ
も
『
発
心
集
』
が
巻
頭
に
境
界
離
脱
者
の
小
説

話
群
を
置
い
た
の
は
、
何
よ
り
も
そ
の
よ
う
な
信
仰
形
態
を
選
ん
だ
先
人

達
へ
の
敬
意
と
追
慕
に
山
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
そ
の
思

想
的
背
景
に
、
天
台
三
大
部
の
一
『
摩
詞
止
観
』
の
教
え
が
あ
っ
た
こ
と

も
、
既
に
広
く
知
ら
れ
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
必
然

的
副
産
物
と
し
て
、
遁
世
者
逮
が
厭
離
し
出
奔
し
た
本
寺
が
、
こ
れ
ら
一

連
の
説
話
を
通
し
て
自
ず
と
相
対
化
さ
れ
、
否
定
的
に
把
握
・
表
出
さ
れ

る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
そ
の
対
象
と
し
て
は
、
ま
ず
興
福
寺
内
で
の
法
相

宗
研
学
に
始
ま
り
、
そ
の
背
後
に
南
都
の
仏
法
全
体
が
見
附
る
か
さ
れ
、

続
い
て
延
暦
寺
の
顕
密
兼
修
体
制
が
、
北
嶺
の
仏
法
そ
の
も
の
と
し
て
採

り
上
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
天
台
宗
が
二
分
さ
れ
て
い
く
状
況
を
踏
ま

え
、
智
証
流
す
な
わ
ち
寺
門
の
仏
法
も
姐
上
に
乗
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
最

後
に
、
智
証
流
を
排
除
す
る
形
で
確
立
し
、
他
宗
に
依
き
ん
出
た
地
位
を

不
動
の
も
の
と
し
た
段
階
で
の
天
台
山
門
の
仏
法
が
、
改
め
て
採
り
上
げ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
発
心
集
』
巻
頭
の
小
説
話
群
は
、
本
来
の
主
題
と
し
て

〈
遁
世
者
の
歴
史
叙
述
〉
を
志
向
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

同
時
に
〈
権
門
〉
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
仏
教
勢
力
を
、
順
次

相
対
化
し
否
定
的
に
捉
え
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、

ネ
ガ
テ
イ
ヴ
に
総
括
さ
れ
た
日
本
仏
法
史
と
い
っ
た
観
さ
え
あ
る
が
、
た

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法
(
1

だ
、
そ
う
言
い
切
っ
て
し
ま
う
に
は
、
未
だ
真
言
宗
へ
の
言
及
が
欠
け
て

い
る
。
宗
祖
空
海
を
鼻
祖
に
、
宮
中
真
言
院
で
国
家
繁
栄
・
玉
体
安
穏
を

祈
る
〈
後
七
日
御
修
法
〉
を
勤
仕
し
続
け
、
そ
の
功
を
僧
位
・
僧
官
に
受

け
て
き
た
真
言
宗
に
は
、
南
都
北
嶺
の
仏
法
と
阿
織
に
、
相
対
化
・
批
判

の
対
象
と
な
る
要
悶
に
事
欠
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
例
え
ば

東
寺
や
神
護
寺
の
「
寺
ノ
交
」
を
厭
い
、
御
修
法
の
導
師
拝
命
を
嫌
っ
て

通
世
し
た
僧
徒
の
話
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
に
配
さ
れ
る
と
い
う

事
実
は
な
い
。
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
後
に
配

さ
れ
た
第
六
話
「
高
野
南
筑
紫
上
人
、
出
家
登
山
ノ
事
」
を
み
る
こ
と
で
、

多
少
な
り
と
も
補
い
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
う
。

第
六
話
の
主
人
公
は
、
筑
紫
の
国
に
「
所
知
ナ
ム
ド
ア
マ
タ
」
持
ち
、

妻
子
・
春
属
を
抱
え
る
富
者
で
あ
っ
た
が
、
「
サ
ル
ベ
キ
宿
善
」
が
催
し
た

の
か
「
忽
ニ
、
無
常
ヲ
悟
ル
心
ツ
ヨ
ク
発
」
り
て
、
忽
然
と
郷
里
を
捨
て

出
奔
す
る
。
そ
し
て
、
遠
路
は
る
ば
る
高
野
山
に
赴
い
て
出
家
を
遂
げ
、

そ
の
地
で
修
道
の
果
て
に
往
生
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
話

は
、
境
界
離
脱
の
型
の
説
話
と
い
う
点
で
は
、
第
一
話
以
来
の
流
れ
の
中

に
あ
る
が
、
第
五
話
ま
で
の
よ
う
に
大
寺
院
を
厭
離
し
た
僧
の
話
で
は
な

い
。
主
人
公
は
俗
世
で
成
人
し
、
か
つ
て
充
分
な
社
会
的
地
位
を
占
め
て
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い
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
言
わ
ば
〈
入
道
〉
の
説
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
修
道
と
往
生
の
地
が
高
野
山
で
あ
り
、
こ
こ
で
初
め

て
真
言
宗
寺
院
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
話
に
つ
い
て
は
、
金
剛
峯
寺
で
の
信
仰
生
活
を
相
対
化

し
た
り
、
否
定
的
に
み
る
よ
う
な
叙
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
「
貴

キ
聞
へ
ア
リ
テ
、
白
河
院
ノ
帰
依
シ
給
ケ
ル
。
高
野
ハ
、
此
聖
人
ノ
時
ヨ

リ
殊
ニ
繁
昌
シ
ニ
ケ
リ
」
な
ど
と
あ
り
、
王
法
の
庇
護
下
に
高
野
山
の
仏

法
が
栄
え
た
こ
と
を
、
手
放
し
で
讃
美
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
だ

が
、
結
論
を
先
に
言
う
と
、
こ
れ
を
以
て
真
言
宗
が
南
都
北
嶺
の
仏
法
に

対
し
て
、
特
権
的
に
讃
美
・
称
揚
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

何
よ
り
も
「
南
筑
紫
」
は
、
正
規
の
法
名
さ
え
伝
わ
ら
な
い
聖
で
あ
っ
て
、

幼
時
に
寺
院
に
入
っ
て
法
臓
を
重
ね
た
僧
徒
で
は
な
い
。
そ
れ
が
「
後
ニ

ハ
徳
高
成
テ
、
高
モ
賎
モ
帰
セ
ヌ
人
ナ
シ
」
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ

の
こ
と
自
体
が
、
宗
門
内
で
の
研
学
や
修
業
の
価
値
を
相
対
化
す
る
も
の

と
も
言
え
よ
う
。

な
お
『
高
野
山
往
生
伝
』
に
も
、
南
筑
紫
の
伝
が
載
る
。
こ
の
往
生
伝

は
、
五
来
重
氏
『
高
野
聖
』
の
表
現
を
借
り
る
と
「
初
期
高
野
聖
の
元
祖
、

小
田
原
聖
教
慎
」
を
巻
頭
に
配
し
、
「
初
期
高
野
聖
と
し
て
特
色
の
あ
る

人
々
」
の
伝
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
南
筑
紫
は
、
全
三
十
八
条
中
の
五

番
目
に
配
さ
れ
る
が
、
内
容
は
先
行
の
『
三
外
往
生
記
』
に
依
拠
し
た
も

七
四

の
と
な
っ
て
い
る
。
分
量
的
に
は
全
百
五
十
字
強
の
短
章
で
あ
る
上
、
さ

ら
に
そ
の
大
半
が
臨
終
時
の
奇
瑞
を
伝
え
る
も
の
で
、
日
頃
の
行
業
と
し

て
は
「
日
夜
行
道
。
恒
時
之
勤
。
敢
無
退
転
」
と
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ

れ
に
対
し
『
発
心
集
』
は
、
末
尾
に
「
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
往
生
ヲ
遂
タ
ル

曲
、
伝
ニ
見
タ
リ
」
と
、
往
生
伝
に
競
る
姿
勢
を
示
す
も
の
の
、
却
っ
て

本
伝
の
名
に
相
応
し
い
叙
述
内
容
を
備
え
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
出
奔
時
に
愛
娘
を
暴
力
的
に
振
り
捨
て
る
行
為
や
、
そ
の

娘
が
後
に
尼
と
な
っ
て
高
野
の
麓
に
棲
み
、
父
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
す

る
あ
た
り
は
、
西
行
説
話
や
苅
萱
説
話
な
ど
と
も
交
錯
す
る
も
の
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
物
語
性
の
つ
よ
い
伝
承
は
、
南
筑
紫
を
高
野
聖
の
先
達

的
人
物
と
意
識
し
、
そ
の
鏑
仰
を
意
図
す
る
高
野
聖
遠
の
手
に
よ
っ
て
、

管
理
・
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
勘

案
す
る
と
、
『
発
心
集
』
も
ま
た
南
筑
紫
を
、
高
野
聖
の
始
祖
的
人
物
の
一

人
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
え
る
。
白
河
院
の
帰
依
で

「
此
聖
人
ノ
時
ヨ
リ
殊
エ
繁
昌
」
し
た
と
い
う
一
条
も
、
そ
の
文
脈
で
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
高
野
山
は
、
空
海
が
修
禅
の
道
場
と
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
そ
の
没
後
は
御
廟
所
と
し
て
の
性
格
を
加
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
都

か
ら
遠
隔
の
地
に
あ
っ
た
た
め
か
一
時
衰
滅
に
瀕
し
て
い
る
。
そ
の
状
況

が
回
復
に
向
か
う
の
は
、
「
稀
代
の
秀
才
と
し
て
高
野
一
山
の
事
相
教
学



を
風
廓
」
し
た
明
算
(
一

O
二一

1

二
O
六
)
が
出
で
、
さ
ら
に
貴
族
や

皇
族
の
登
山
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
る
、
十
一
世
紀
半
ば
以
降
の
こ
と
と
さ

れ
る
(
五
来
氏
)
。
こ
の
高
野
復
興
期
は
、
一
方
で
「
こ
の
こ
ろ
か
ら
は
っ

き
り
と
念
仏
聖
と
し
て
の
高
野
聖
が
あ
ら
わ
れ
る
」
(
同
氏
)
と
い
う
時
期

に
も
当
た
っ
て
い
て
、
諸
堂
整
備
に
は
当
然
、
初
期
高
野
聖
の
力
も
預
か

っ
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
、
一
時
代
を
闘
す

る
出
来
事
と
み
な
さ
れ
た
の
が
、
寛
治
五
年
(
一

O
九
二
二
月
の
白
河
上

皇
の
高
野
参
詣
で
あ
る
。
こ
の
行
幸
前
後
の
南
筑
紫
の
動
静
は
知
り
得
な

い
が
、
五
来
氏
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
院
は
教
懐
に
帰
依
し
供
米
料
を

寄
せ
て
い
る
。
よ
っ
て
史
実
と
し
て
み
て
も
、
確
か
に
院
は
初
期
高
野
聖

を
支
持
・
援
助
し
、
そ
れ
が
高
野
山
の
「
繁
昌
」
に
繋
が
っ
た
わ
け
で
、

『
発
心
集
』
は
そ
の
こ
と
を
、
教
懐
で
は
な
く
南
筑
紫
に
即
し
て
語
る
伝

承
に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
話
の
ね
ら
い
も
お
お
よ
そ
見
え
て

く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
「
繁
昌
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
真
言

密
教
寺
院
と
し
て
研
学
・
修
業
が
行
わ
れ
る
金
剛
峯
寺
で
は
な
く
、
高
野

聖
達
が
住
ま
い
活
動
す
る
拠
点
と
し
て
の
高
野
山
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
は
『
発
心
集
』
に
と
っ
て
の
高
野
山
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
と
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
南
筑
紫
の
よ
う
に
故

国
を
あ
く
が
れ
出
た
人
物
が
、
排
除
さ
れ
ず
に
出
家
を
果
た
し
、
道
心
に

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
1
)

適
う
信
仰
生
活
が
保
証
さ
れ
る
〈
場
〉
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
ん
な
入

道
出
家
者
で
あ
る
南
筑
紫
の
「
徳
」
の
高
さ
が
、
貴
賎
の
尊
崇
の
対
象
と

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
法
胞
の
長
短
や
学
解
の
浅
深
・
修
法
の

優
劣
な
ど
と
い
っ
た
、
正
規
の
僧
徒
を
階
層
づ
け
る
も
の
と
は
別
の
価
値

観
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
次
に
み

る
「
天
台
ノ
明
賢
阿
閥
梨
」
の
一
件
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
こ
は
排
他
的

な
宗
門
意
識
と
は
速
い
一
種
の
宗
教
的
ア
ジ

l
ル
で
あ
り
、
身
を
や
っ
す

遁
世
者
が
真
の
姿
を
顕
現
さ
せ
得
る
〈
場
〉
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

南
筑
紫
は
「
堂
ヲ
作
、
供
養
セ
ン
ト
シ
ケ
ル
時
、
導
師
ヲ
恩
煩
」
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
「
其
日
其
時
、
浄
名
居
士
ノ
ヲ
ワ
シ
マ
シ
テ
、

供
養
シ
給
ベ
キ
也
」
と
の
夢
告
を
得
る
。
折
し
も
、
供
養
の
場
に
現
れ
た

の
が
「
イ
ト
ア
ヤ
シ
グ
ナ
ル
法
師
ノ
蓑
笠
キ
タ
ル
」
人
物
で
あ
っ
た
。
こ

の
異
装
に
つ
い
て
は
、
天
台
僧
で
あ
る
明
賢
が
「
彼
山
ヲ
ガ
マ
ン
ト
テ
、

忍
ッ
、
、
機
ヲ
ヤ
ツ
シ
テ
マ
ウ
デ
」
た
た
め
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
蓑
着
て
笠
着
て
来
る
者
は
、
す
な
わ
ち
鬼
・
異
人
で
あ
る
ー
ー
ー
と
は
、

民
俗
学
の
教
え
て
く
れ
る
基
礎
知
識
の
一
で
も
あ
る
。
本
話
に
つ
い
て
も
、

明
賢
は
「
浄
名
居
士
ノ
化
身
」
に
比
定
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
点
ま
さ

に
〈
隠
身
の
聖
〉
説
話
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
み
て
も
良
い
。

類
話
と
し
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
二
第
七
話
等
に
載
る
〈
東
大

寺
華
厳
会
〉
説
話
な
ど
が
、
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
華
厳
会
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の
説
話
で
は
「
読
師
」
と
な
っ
た
「
鮪
ヲ
荷
」
う
翁
は
、
法
会
終
了
後
た

ち
ま
ち
「
樋
消
ツ
傑

ξ
姿
を
消
し
、
天
皇
の
「
仏
ノ
来
リ
給
へ
ル
也
」

と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
る
。
一
方
本
話
は
、
そ
の
よ
う
な
〈
化
人
説
話
〉

と
話
型
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
神
仏
の
化
現
と
は
せ
ず
、
他
宗
の
高

僧
が
徳
を
隠
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
蓑
笠
を
ま
と
う
異
装
の
隠
徳
僧
の

姿
は
、
そ
の
ま
ま
、
本
寺
を
厭
離
し
た
玄
賓
や
平
燈
の
姿
に
も
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
玄
賓
や
平
燈
が
遂
に
弟
子
に
心
を
聞
か
ず
、
何
の

宗
教
的
教
示
も
残
さ
ず
に
姿
を
消
す
の
に
対
し
、
夢
告
の
子
細
を
聞
い
た

明
賢
は
得
心
し
て
「
ナ
ベ
テ
ナ
ラ
ズ
目
出
ク
説
法
」
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ

た。
こ
こ
に
、
高
野
聖
H
南
筑
紫
と
台
宗
の
隠
徳
僧
H
明
賢
と
が
、
宗
門
お

よ
び
山
家
者
と
し
て
の
位
相
の
差
を
超
え
、
結
縁
関
係
に
繋
が
れ
る
こ
と

と
な
る
。
「
此
ヨ
リ
、
此
阿
閑
梨
ヲ
、
高
野
エ
ハ
、
浄
名
居
士
ノ
化
身
ト
云

ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
記
事
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
門
を
超
え
た
結
び
つ
き
が
、

一
回
限
り
で
閉
ざ
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
『
発

心
集
』
の
称
揚
す
る
高
野
山
と
は
、
こ
の
よ
う
に
遁
世
者
や
隠
徳
の
聖
が
、

宗
派
・
宗
門
を
超
え
て
結
ば
れ
得
る
〈
場
〉
で
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
現
実
を
言
う
と
、
高
野
山
に
は
金
剛
峯
寺
と
い
う
真
言
宗
寺

院
が
厳
存
し
、
明
算
以
来
の
事
相
教
学
が
一
宗
を
風
廊
す
る
状
況
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
宗
門
の
真
.
曲
目
で
あ
る
は
ず
の
密
教
権
頂
の
秘
儀
の
委
細

七
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で
あ
る
と
か
、
師
資
相
法
の
法
灯
の
系
譜
、
あ
る
い
は
寺
内
で
の
階
層
秩

序
な
ど
と
い
っ
た
も
の
は
、
『
発
心
集
』
の
説
話
世
界
に
ま
っ
た
く
彫
も
射

さ
な
い
。
こ
れ
を
編
者
が
長
明
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
言
う
な
ら
ば
、
確

か
に
そ
れ
ら
一
宗
内
の
大
事
の
数
々
は
、
額
齢
で
出
家
し
た
入
道
の
身
に

は
、
闘
が
高
い
事
柄
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
思
い
泣
ら
れ
る
。
だ
が
、
逆

に
考
え
る
と
、
真
言
宗
寺
院
を
取
上
げ
な
が
ら
、
密
教
の
奥
深
い
面
に
ふ

れ
る
こ
と
な
く
、
俗
人
あ
が
り
の
高
野
聖
に
よ
っ
て
高
野
山
が
「
殊
ニ
繁

昌
」
し
た
と
語
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
真
言
宗
を
相
対
化
す
る
も
の
と

も
言
え
る
。
南
都
北
嶺
の
大
寺
院
を
厭
離
し
た
高
僧
達
の
説
話
を
配
列
し

た
果
て
に
、
仰
ぐ
べ
き
入
道
の
先
遣
と
し
て
、
高
野
聖
H
南
筑
紫
の
説
話

を
配
し
た
こ
と
に
、
編
者
の
意
図
は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ

・フ。

こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
と
展
望

以
上
、
『
発
心
集
』
巻
頭
の
小
説
話
群
に
つ
い
て
、
一
通
り
の
考
察
を
試

み
た
。
繰
り
返
す
が
、
こ
れ
ら
の
説
話
が
第
一
義
的
に
は
、
遁
世
者
鏑
仰

を
意
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
は
基
本

的
に
時
間
軸
に
沿
っ
た
配
列
と
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
編
者
の
〈
遁
世
者

の
歴
史
叙
述
〉
へ
の
志
向
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
を
以
て
『
発
心

集
』
所
期
の
構
想
が
、
往
生
伝
な
ら
ぬ
〈
境
界
離
脱
者
伝
〉
の
編
纂
に
あ



っ
た
と
み
る
事
も
的
外
れ
で
は
な
い
。
官
頭
、
一
人
だ
け
時
代
が
離
れ
る

玄
賓
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
〈
伝
〉
の
最
初
に
配
さ
れ

る
に
相
応
し
い
、
境
界
離
脱
者
の
始
祖
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と

考
え
れ
ば
得
心
が
い
く
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
鏑
仰
の
対
象
と
な
る
玄
賓
・
平
燈
・
千
観
・
増
賀
と

い
っ
た
人
々
が
、
す
べ
て
自
分
の
本
寺
で
あ
る
南
都
北
嶺
の
大
寺
院
を
脈

離
し
、
境
界
離
脱
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
点
が
問
題
と
な
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
中
で
、
彼
ら
仰
ぐ
べ
き
遁
世
者
の
先
達
は
、
一
宗
内

で
の
師
弟
関
係
を
峻
拒
し
、
同
法
・
同
門
の
人
々
の
手
の
届
か
な
い
圏
外

へ
去
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
柄
が
選
択
的
に
採
用
・
類

現
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
本
寺
は
否
定
的
的
把
握
の
対
象
と

化
し
、
宗
門
内
で
の
研
学
や
修
業
の
価
値
ま
で
も
が
相
対
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
重
視
し
て
総
指
す
る
な
ら
ば
『
発
心
集
』
は
、
当

時
〈
権
門
〉
化
し
て
い
た
諸
宗
・
諸
大
寺
へ
の
違
和
感
や
疑
念
を
、
巻
頭

説
話
群
を
通
し
て
歴
史
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
批
判
の
姐
上
に
乗
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
興
福
寺
に
体
現
さ
れ
る
〈
南

都
の
仏
法
〉
か
ら
始
ま
り
、
顕
密
兼
修
体
制
下
の
延
暦
寺
H

〈
山
門
の
仏

法
〉
が
続
く
。
そ
し
て
智
証
流
H

〈
寺
門
の
仏
法
〉
に
及
び
、
最
後
に
良

源
の
確
立
し
た
新
時
代
の
強
力
な
〈
山
門
の
仏
法
〉
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
南
都
北
嶺
の
仏
法
は
、
院
政
期
に
お
け
る
我
が
国
の
仏
法
の
ほ
ぼ

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
1
)

全
体
に
当
た
る
が
、
そ
れ
を
順
を
お
っ
て
逐
一
厭
離
の
対
象
に
栂
え
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
『
発
心
集
』
が
意
図
し
展
開
し
た
も
の
は
、
本

朝
仏
法
史
叙
述
の
裏
を
い
く
も
の
と
で
も
号

g'Aょ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
、
日
本
の
仏
教
説
話
集
の
系
譜
の
中
に
お
い
て
考
え
る
と
、

や
は
り
多
少
と
も
沌
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
概
し
て
、

本
朝
仏
法
史
を
意
識
し
て
説
話
類
衆
を
は
か
る
諸
書
は
、
古
代
の
『
日
本

霊
異
記
』
以
来
、
聖
徳
太
子
に
よ
る
仏
法
受
容
か
ら
始
め
、
行
基
や
役
行

者
に
よ
る
民
間
仏
教
・
山
岳
仏
教
の
創
始
へ
と
説
き
進
め
る
の
が
一
般
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
そ
の
後
で
さ
ら

に
本
朝
へ
の
仏
法
伝
来
認
や
寺
院
草
創
認
を
類
来
し
、
我
が
国
に
お
け
る

仏
法
繁
昌
の
次
第
を
、
諸
宗
・
諸
大
寺
の
隆
盛
で
以
て
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
一
連
の
諸
書
と
対
照
さ
せ
て
考
え
る
と
、
『
発
心
集
』
編

者
の
〈
仏
法
〉
観
念
の
偏
侍
の
程
が
、
あ
ら
あ
ら
見
え
て
く
る
気
が
す
る
。

以
下
、
次
稿
で
具
体
的
に
論
じ
る
が
、
『
発
心
集
』
は
聖
徳
太
子
・
行
基
・

役
行
者
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ろ
う
と
し
な
い
説
話
集
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
諸
宗
の
宗
祖
や
宗
門
の
起
源
、
寺
院
草
創
の
縁
起
と
い
っ
た
事
象

に
つ
い
て
も
、
大
し
た
関
心
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
編
者
蓮
胤
H
鴨

長
明
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
院
政
期
の
〈
王
法
〉
か
ら
ド
ロ
ッ

プ
ア
ウ
ト
し
た
一
介
の
〈
入
道
〉
に
過
ぎ
な
い
人
物
と
、
中
快
の
〈
仏
法

王
法
相
依
思
想
〉
の
実
質
的
な
担
い
手
で
あ
る
〈
権
門
〉

H
南
都
北
嶺
の

|
|
巻
頭
遁
世
者
説
話
群
の
意
味
す
る
も
の
l
l

七
七



大
寺
院
と
の
違
和
は
、
充
分
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ま
た
、

第
一
話
か
ら
第
五
話
に
及
ぶ
諸
大
寺
へ
の
否
定
的
展
望
の
果
て
に
、
肯
定

的
展
望
を
以
て
見
晴
る
か
さ
れ
て
い
る
の
が
高
野
聖
の
世
界
で
あ
り
、
一

宗
一
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
遁
世
者
達
の
交
流
す
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

ま
こ
と
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
続

稿
で
論
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
注
記
】

※
テ
キ
ス
ト
|
|
本
稿
で
引
用
し
た
本
文
は
、
以
下
の
諸
書
に
依
っ
た
。

・
『
発
心
集
』
|
|
大
曾
根
章
介
・
久
保
田
博
編
『
鴨
長
明
全
集
』
所
収
「
慶

安
四
年
板
本
」
(
貴
重
本
刊
行
会
/
二

O
O
O年
五
月
)
。
た
だ
し
「
玄

賓
」
『
平
燈
」
「
静
真
」
「
噌
賀
」
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
「
神
宮
文
臨

本
」
や
周
辺
史
料
を
参
観
し
て
訂
し
た
。

・
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
高
野
山
往
生
伝
』
|
|
井
上
光
貞
・
大
曾
根
章
介

校
注
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
(
岩
法
書
底
日
本
思
想
大
系
7
・
第
3
刷
/

一
九
七
七
年
五
月
)

・
『
今
昔
物
語
集
』
|
|
池
上
淘
一
枝
注
『
今
昔
物
語
集

新
日
本
古
典
文
学
大
系
羽
/
一
九
九
三
年
五
月
)

三
』
(
岩
波
害
賠

(
l
)
 
千
観
が
・
没
し
た
の
は
永
観
元
年
(
九
八
三
)
十
二
月
十
三
日
〔
寺
門
伝
記

補
録
〕
で
、
増
賀
は
長
保
五
年
三

O
O
三
)
六
月
九
日
〔
続
本
朝
往
生

伝
・
扶
桑
略
記
〕
。
南
筑
紫
の
没
し
た
の
は
長
治
元
年
{
一
一

O
四
)
の

春
〔
三
外
往
生
記
〕
。

鹿
田
哲
通
氏
「
『
発
心
集
』
の
説
話
配
列
」
(
初
出
『
女
子
大
文
学
」
二
七

2 

七
八

3 

号
/
一
九
七
六
年
三
月
。
後
に
『
中
世
仏
教
説
話
集
の
研
究
』
に
再
録
)

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

巻
一
の
一

1
二
話
は
諸
本
の
異
同
を
考
慮
し
て
も
最
も
配
列
の
安
定

し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
ご
く
一
般
的
に
考
え

て
も
文
集
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
巻
初
に
最
も
そ
の
編
纂
意
識
が

明
瞭
か
つ
緊
密
に
あ
ら
わ
れ
る
の
も
み
や
す
い
道
理
で
あ
ろ
う
。

拙
稿
「
『
発
心
集
』
の
境
界
離
脱
却
」
(
神
戸
大
学
「
国
文
論
叢
」
第
二
ニ

号
/
一
九
八
六
年
三
月
)
参
照
。

藤
原
知
章
の
名
は
『
発
心
集
』
に
は
な
い
。
類
話
を
伝
え
る
『
今
昔
物
語

集
』
巻
第
十
五
「
比
叡
山
僧
長
嶋
、
往
生
語
第
十
五
」
に
「
藤
原
ノ
知
章

ト
云
フ
人
伊
予
ノ
守
ニ
成
テ
国
-
一
下
ダ
ル
一
一
、
此
ノ
清
尋
供
奉
ヲ
・
:
」
と

あ
る
事
に
依
る
。
そ
の
伊
予
在
任
期
間
は
、
『
谷
阿
閤
梨
伝
』
に
依
る
と

長
徳
年
中
(
九
九
五

1
九
九
九
)
で
あ
る
と
い
う
。

正
暦
四
年
{
九
九
三
)
、
慈
党
門
徒
と
智
証
門
徒
が
争
い
、
千
手
院
焼
き

討
ち
等
を
経
て
智
柾
門
徒
が
全
員
が
比
叡
山
を
離
れ
聞
城
寺
に
拠
点
を

移
し
た
事
を
指
す
。

三
木
紀
人
氏
『
多
武
峯
ひ
じ
り
調
』
{
法
蔵
館
法
臓
選
香
川
判
/
一
九
八
八

年
六
月
)
の
「
乞
食
の
み
ぞ
楽
し
か
り
け
る
」
章
に
、
こ
の
説
話
へ
の
詳

し
い
言
及
が
あ
る
。

平
林
盛
得
氏
『
良
源
』
(
吉
川
弘
文
館
人
物
撞
香
川
/
一
九
七
六
年
十
二

月
)
参
照
。
以
下
の
論
述
も
同
容
に
依
拠
し
て
い
る
。

良
源
の
没
し
た
の
は
永
観
三
年
(
九
八
五
)
正
月
三
日
〔
小
右
記
等
〕
。

五
来
重
氏
『
増
補
日
高
野
聖
』
{
角
川
書
庖
角
川
選
書
市
/
一
九
七
五
年

六
月
)
。
以
下
の
引
用
も
同
著
に
依
る
。

暁
太
上
皇
参
詣
高
野
、
来
廿
日
御
参
着
云
々
{
『
中
右
記
』
寛
治
五
年
二

月
十
七
日
条
〕
。
午
時
上
皇
還
御
六
条
内
裏
〔
同
廿
三
日
条
〕
。

(
た
な
か
む
ね
ひ
ろ
・
本
学
教
授
)

(
4
)
 

(
5
)
 

6 7 9 8 10 


